
（別紙）

（１）定量的評価

　・以下の表に従い評価する。

種　類

定量①

定量②

定量③

（定量①）

基　準　（定量性）

Ⅴ 大幅に上回る 　設定値の 130 %  以上

Ⅳ 上回る   設定値の 110 %  以上 130 %  未満

Ⅲ 順　調   設定値の  90 %  以上 110 %  未満

Ⅱ やや不十分   設定値の  70 %  以上  90 %  未満

Ⅰ 不十分   設定値の  70 %  未満

（定量②）

基　準　（定量性）

Ⅴ 大幅に上回る 　4. 75以上 -  5. 0　　   （満点の 95 %  以上 100 % ）

Ⅳ 上回る 　4. 5以上 -  4. 75未満　 （満点の 90 %  以上  95 % 未満）

Ⅲ 順　調 　3. 5以上 -  4. 5未満　  （満点の 70 %  以上  90 % 未満）

Ⅱ やや不十分 　3. 0以上 -  3. 5未満　  （満点の 60 %  以上  70 % 未満）

Ⅰ 不十分 　3. 0未満　  　 （満点の 60 %　未満）

基　準　（定量性）

Ⅴ 大幅に上回る 　3. 6以上 -  4. 0　　　　 （満点の 90 %  以上 100 % 以下）

Ⅳ 上回る 　3. 2以上 -  3. 6未満　 　（満点の 80 %  以上  90 % 未満）

Ⅲ 順　調 　2. 8以上 -  3. 2未満　   （満点の 70 %  以上  80 % 未満）

Ⅱ やや不十分 　2. 4以上 -  2. 8未満　   （満点の 60 %  以上  70 % 未満）

Ⅰ 不十分 　2. 4未満　  　 （満点の 60 %　未満）

（定量③）

基　準　（定量性）

Ⅴ 大幅に上回る （農業関係就職率）100 % および 就農者率（※）70%以上

Ⅳ 上回る （農業関係就職率）100 %

Ⅲ 順　調 （農業関係就職率） 90 % 以上 100 % 未満

Ⅱ やや不十分 （農業関係就職率） 70 % 以上 90 % 未満

Ⅰ 不十分 （農業関係就職率） 70 % 未満

【補足】

（２）　定性的評価

　・当初想定した達成目標に対する到達水準により評価する。

　・なお、業務実績報告書は、以下のとおり記載すること。

　　　①　実績報告を形容詞等で評価の高低で明確に表現する。

　　　②　アウトプット、アウトカムを可能な限り記載する。

（技術相談、情報発信、講師派遣、受託研究、地域貢献活動、報道資料、外部資金、論文等発表）

（受託満足度：５段階評価）

中期計画における数値目標項目　２、６、11

第３期中期計画における細目評価基準

細目の評価は、定量的評価と定性的評価により行う。

中期計画における数値目標項目　１、３、４、５、８、９、10、12

内　　容

実績値に上限がないもの

実績値の上限が「満点（４または５）」であるもの

評　価

実績値の上限が「100%」であるもの

評　価

評　価

中期計画における数値目標項目　７

（農大就職率）

（行政評価、外部評価：４段階評価）

評　価

　　　≪記載例≫

　　　　・「Ⅴ」評価：「特に優れた」「顕著な」等

　　　　・「Ⅳ」評価：「相当程度」「優れた」等

　　　　・「Ⅲ」評価：「着実に」「順調に」「計画通り」等

※就農者率…農業関係に就職した者のうち、就職先が親元就農、新規就農、雇用就農である者の割合。

・天災等、社会的な情勢により定量的評価が困難な場合は、定性的評価を加味して評価を行う。
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